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(54)【発明の名称】 内視鏡用ワイヤループ型処置具

(57)【要約】
【課題】ループを形成する弾性ワイヤが常に所望の方向
に膨縮して、ポリープ等のような目的物を容易かつ確実
に捕獲することができる内視鏡用ワイヤループ型処置具
を提供すること。
【解決手段】ループ１０を、断面形状が偏平な複数の偏
平弾性ワイヤ１１により形成して、各偏平弾性ワイヤ１
１が偏平面に対して垂直の方向に膨縮するようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】曲がり癖が形成された複数の弾性ワイヤが
前後両端で結束されて全体として膨らんだ形状に形成さ
れたループを有する内視鏡用ワイヤループ型処置具にお
いて、
上記ループを、断面形状が偏平な複数の偏平弾性ワイヤ
により形成して、上記各偏平弾性ワイヤが偏平面に対し
て垂直の方向に膨縮するようにしたことを特徴とする内
視鏡用ワイヤループ型処置具。
【請求項２】上記ループが３本以上の偏平弾性ワイヤか
らなるバスケットであり、それらの偏平弾性ワイヤが、
上記両端結束部の少なくとも一方においてその本数分の
正多角形状に結合されて、上記バスケットが全体として
均等な方向に膨縮するように形成されている請求項１記
載の内視鏡用ワイヤループ型処置具。
【請求項３】上記ループが３本以上の偏平弾性ワイヤか
らなるバスケットであり、それらの偏平弾性ワイヤが、
上記両端結束部の少なくとも一方において重ね合わせて
結束されると共に、その結束部の近傍において適宜の偏
平弾性ワイヤが捩じられて、上記バスケットが全体とし
て均等な方向に膨縮するように形成されている請求項１
記載の内視鏡用ワイヤループ型処置具。
【請求項４】上記ループが２本の偏平弾性ワイヤからな
るスネアループであり、それらの偏平弾性ワイヤが、上
記両端結束部の少なくとも一方において重ね合わせて結
束されている請求項１記載の内視鏡用ワイヤループ型処
置具。
【請求項５】上記偏平弾性ワイヤが超弾性合金材によっ
て形成されている請求項１、２、３又は４記載の内視鏡
用ワイヤループ型処置具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルに挿通して使用されるバスケット型回収
具や高周波スネア等のような内視鏡用ワイヤループ型処
置具に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用ワイヤループ型処置具のループ
は一般に、断面形状が円形又は正多角形の複数の弾性ワ
イヤに曲がり癖を形成してそれらを前後両端で結束する
ことにより、全体として膨らんだ形状になるように形成
されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、断面形状が円
形又は正多角形の弾性ワイヤは弾性変形するに際して方
向性を有していないので、例えば粘液の付着等のような
僅かな外力（抵抗）の作用によって所望の方向に膨縮し
なくなり、目的物の捕獲に手間取ってしまう場合が少な
くない。
【０００４】そこで本発明は、ループを形成する弾性ワ
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イヤが常に所望の方向に膨縮して、ポリープ等のような
目的物を容易かつ確実に捕獲することができる内視鏡用
ワイヤループ型処置具を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用ワイヤループ型処置具は、曲がり
癖が形成された複数の弾性ワイヤが前後両端で結束され
て全体として膨らんだ形状に形成されたループを有する
内視鏡用ワイヤループ型処置具において、ループを、断
面形状が偏平な複数の偏平弾性ワイヤにより形成して、
各偏平弾性ワイヤが偏平面に対して垂直の方向に膨縮す
るようにしたものである。
【０００６】なお、ループが３本以上の偏平弾性ワイヤ
からなるバスケットであり、それらの偏平弾性ワイヤ
が、両端結束部の少なくとも一方においてその本数分の
正多角形状に結合されて、バスケットが全体として均等
な方向に膨縮するように形成されていてもよい。
【０００７】また、ループが３本以上の偏平弾性ワイヤ
からなるバスケットであり、それらの偏平弾性ワイヤ
が、両端結束部の少なくとも一方において重ね合わせて
結束されると共に、その結束部の近傍において適宜の偏
平弾性ワイヤが捩じられて、バスケットが全体として均
等な方向に膨縮するように形成されていてもよい。
【０００８】或いは、ループが２本の偏平弾性ワイヤか
らなるスネアループであり、それらの偏平弾性ワイヤ
が、両端結束部の少なくとも一方において重ね合わせて
結束されていてもよい。
【０００９】なお、偏平弾性ワイヤが超弾性合金材によ
って形成されていると、偏平弾性ワイヤが塑性変形し難
くてスムーズに膨縮する。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は、本発明の第１の実施例の内視鏡用ワ
イヤループ型処置具の先端部分を示しており、経内視鏡
的に異物回収を行うための内視鏡用バスケット型回収具
に本発明を適用したものである。
【００１１】１は、図示されていない内視鏡の処置具挿
通チャンネルに挿脱される外径が２ｍｍ程度で長さが１
～２ｍ程度の可撓性シースであり、例えば四フッ化エチ
レン樹脂チューブによって形成されている。
【００１２】ただし、本発明は、可撓性シース１を省略
して、後述するバスケット１０又はスネアループ２０等
のループを内視鏡の処置具挿通チャンネルに直接挿脱す
るようにした処置具にも適用することができる。
【００１３】可撓性シース１内には、例えばステンレス
鋼撚り線等からなる操作ワイヤ２が軸線方向に進退自在
に挿通配置されていて、可撓性シース１の基端側に連結
された操作部（図示せず）からの操作によって進退操作
される。
【００１４】操作ワイヤ２の先端には、４本の偏平弾性
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ワイヤ１１によって全体として膨らんだかご状に形成さ
れたバスケット１０の後端部が、金属製の接続パイプ４
を介して銀ロー付け等によって連結されている。
【００１５】バスケット１０を形成する偏平弾性ワイヤ
１１は、例えば正円形の断面形状のステンレス鋼線材を
圧延して、図２に示されるように偏平状に押しつぶして
形成されており、その偏平率（Ｗ／Ｔ）は２程度であ
る。ただし、偏平率（Ｗ／Ｔ）は１．３～３程度の範囲
にあればよい。なお、図２以外の各図においては、偏平
率を誇張して図示してある。
【００１６】各偏平弾性ワイヤ１１には、長手方向に対
して直角の方向に偏平面に形成された折り曲げ部によっ
て曲がり癖がつけられ、それによって、各偏平弾性ワイ
ヤ１１が偏平面に対して垂直方向に膨らんだ形状に形成
されている。
【００１７】このように偏平弾性ワイヤ１１を用いる
と、折り曲げを一平面上で小さなばらつき角度で容易に
行うことができるメリットがある。
【００１８】バスケット１０の先端部分では、４本の偏
平弾性ワイヤ１１の先端部分が金属製の先端結束パイプ
５内に差し込まれ、そこで銀ロー付け等により結束、固
着されている。
【００１９】図３は、バスケット１０の先端部分１２か
ら先端結束パイプ５を取り除いた状態を示しており、四
本の偏平弾性ワイヤ１１の先端縁が正方形をなすように
結合されている。また、バスケット１０の後端の接続パ
イプ４内においても、偏平弾性ワイヤ１１の後端が同様
の状態に結合されている。
【００２０】このようにすることにより、バスケット１
０を構成する４本の偏平弾性ワイヤ１１の偏平面が９０
°ずつ向きを変えて配置された状態で、偏平弾性ワイヤ
１１の前後両端を確実に結束することができる。
【００２１】なお、図３においては対向する一対の偏平
弾性ワイヤ１１の間にもう一対の偏平弾性ワイヤ１１が
挟み込まれた状態に配列されているが、図４に示される
ように四本の偏平弾性ワイヤ１１を均等に（回転対称
に）配置して正方形状にしてもよい。
【００２２】また、バスケット１０を構成する偏平弾性
ワイヤ１１の数が３本の場合には、偏平弾性ワイヤ１１
の端部を正三角形状に結合させ、５本又は６本の場合は
正五角形又は正六角形状に結合させればよい。
【００２３】このように構成された実施例の内視鏡用ワ
イヤループ型処置具においては、操作ワイヤ２を手元側
から進退操作することにより、バスケット１０が可撓性
シース１の先端内に出入りする。
【００２４】そして、バスケット１０が、可撓性シース
１内に引き込まれた状態では偏平弾性ワイヤ１１が弾性
変形して可撓性シース１内で窄まり、可撓性シース１か
ら押し出された状態では、図１に示されるように偏平弾
性ワイヤ１１の弾性によって元の自然形状に膨らむ。
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【００２５】その際に、バスケット１０を形成する偏平
弾性ワイヤ１１は、弾性変形するに際して偏平面と垂直
の方向にのみ容易に変形する強い方向性を有しているの
で、粘液の付着等があっても弾性変形の方向には影響が
ない。
【００２６】したがって、バスケット１０が可撓性シー
ス１内に出し入れされると、バスケット１０は、各偏平
弾性ワイヤ１１が常に９０°ずつ相違する方向に均等に
膨縮し、ポリープ等のような目的物を容易かつ確実に捕
獲することができる。
【００２７】なお、偏平弾性ワイヤ１１を例えばニッケ
ル－チタン合金等からなるいわゆる超弾性合金材により
形成すれば、塑性変形することなく非常にスムーズに膨
縮する。これは、以下の実施例においても同様である。
【００２８】図５は、本発明の第２の実施例の内視鏡用
バスケット型回収具であって、第１の実施例と同様の先
端結束パイプ５がバスケット１０の先端部分１２から取
り外された状態を示している。
【００２９】この実施例においては、バスケット１０を
形成する全ての偏平弾性ワイヤ１１の先端部分が各々の
偏平面で重ね合わされた状態に結束され、そこに第１の
実施例と同様の先端結束パイプ５が取り付けられて一体
に固着されている。
【００３０】したがって、バスケット１０の先端部分１
２において複数の偏平弾性ワイヤ１１を安定した状態に
結束固定することができ、接続パイプ４内に結束される
バスケット１０の後端側を同様の構成にしてもよい。
【００３１】そして、図６に示されるように、適宜の偏
平弾性ワイヤ１１が結束部分の近傍において捩じられ
て、各偏平弾性ワイヤ１１が４本の場合は９０°（３本
の場合は１２０°）ずつ相違する方向に均等に膨縮する
ようになっている。
【００３２】このように、本発明の内視鏡用ワイヤルー
プ型処置具においては、バスケット１０の前後両端の少
なくとも一方において、複数の偏平弾性ワイヤ１１の端
部を第１の実施例のように偏平弾性ワイヤ１１の数に対
応する正多角形状に結合させ、或いは第２の実施例のよ
うに偏平面どうしで重ね合わせることにより、複数の偏
平弾性ワイヤ１１の端部を安定した状態に結束固定する
ことができる。
【００３３】図７は、本発明の第３の実施例の内視鏡用
ワイヤループ型処置具の先端部分を示しており、ポリー
プ等を緊縛して切断するための内視鏡用スネアに本発明
を適用したものである。
【００３４】この実施例においては、第２の実施例のバ
スケット１０に代えて２本の偏平弾性ワイヤ１１により
全体として膨らんだスネアループ２０が形成され、各偏
平弾性ワイヤ１１が１８０°相違する方向（即ち、一平
面上）に膨縮するようになっている。
【００３５】
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【発明の効果】本発明によれば、曲がり癖が形成された
複数の弾性ワイヤにより全体として膨らんだ形状に形成
されたループを、断面形状が偏平な複数の偏平弾性ワイ
ヤにより形成して、各偏平弾性ワイヤが偏平面に対して
垂直な方向に膨縮するようにしたことにより、偏平弾性
ワイヤが弾性変形をするに際して強い方向性を有するの
で、各弾性ワイヤが常に所望の方向に膨縮して、ポリー
プ等のような目的物を容易かつ確実にループ内に捕獲す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用バスケット型
回収具の先端部分の斜視図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用バスケット型
回収具に用いられる偏平弾性ワイヤの断面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用バスケット型
回収具における複数の偏平弾性ワイヤの結束部の一例の
斜視図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡用バスケット型*
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*回収具における複数の偏平弾性ワイヤの結束部の他の例
の斜視図である。
【図５】本発明の第２の実施例の内視鏡用バスケット型
回収具の先端部分の斜視図である。
【図６】本発明の第２の実施例の内視鏡用バスケット型
回収具に用いられる偏平弾性ワイヤの部分斜視図であ
る。
【図７】本発明の第３の実施例の内視鏡用スネアの先端
部分の斜視図である。
【符号の説明】
１  可撓性シース
２  操作ワイヤ
４  接続パイプ
５  先端結束パイプ
１０  バスケット（ループ）
１１  偏平弾性ワイヤ
２０  スネアループ（ループ）

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】 【図５】

【図６】
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